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論 文

内 容

要

旨

 癌腫を肉眼的並びに組織学的に分類して坦癌患畜の矛盾を知る一手段にする試みは従来数多く行

 なわれてきたが,其等諸分類は多数の集制例を所謂Groロpとして区分する際には一応相関的意義

 を持つが,其を個々の症例に応用するには可成り不適である・例えば組織学上翳4度の悪性像を呈

 し乍ら長期の生存を示したり・悪性度が良好な第1度のものが早期に死亡する例などが時たまなら

 ず見られる事など}組織学的悪性度と矛盾とは必らずしも相関性を有していないからである、均し

 く臨床手術所見に於ても}、癌病巣が広汎に拡がり,予后は極めて悲観的に見える症例が案外長く

 生存したり或いは逆に初期と思われる症例に適宜な処置がとられたにも拘らず,再発・等で意外に速

 やかな死の転帰をとる等は日常診療上時折遭遇することである.此の様な予断を許さね癌の態度を
 組織学的に再検討しょづと意図した。従来組織上の研究は畦多くは腫瘍そのものの類型や腫瘍細胞

 の形態等を論じその未分化の度合が即ち悪性の度合であるとするのが通則のようであった・申

 之は正しい事ではあろうが曽一方坦癌愚老の個々の抵抗力乃至反応力に対し考慮が払われて診ら
 ぬ欠点があると思われる.個体の反応力は・,全身の栄養状態や,.心ア肺,肝,督等の諸機能状態に左

 右される事は当然の事であるが,こζでは組織学的に検索出来る同所の総織上の反応を意味し,

 TロmorandHostRe豊aセionsh量pの立場からコ該腫瘍の局在反応傍1を調べてみた。一
 方食道癌の手術的治療を組織学的見地から検討することは比較的稀になされてむる酢こ過ぎぬ点より

 して筆者は主題を食通癌にとり,その遠隔成績を癌再発の問題等を含めて考究した,

 検査材料並に方法:臨床症例はマ?50年から1959年迄の10年間に桂外科教室で食道癌摘
 出術を受け予盾の明らかなるものからなる、癌実質と間質との組織学的態度を比較する目的上,要素

 の分析を簡易にする為に(食道噴門の)腺癌は除き総て}12D例のSquamOusCen

 CarcinomaとそのVarietyとについて検例した・(因みに食道上フ中部の腺癌症魏は1例

 もなかった).症例を次の5群に大別した。

 A勝:摘出手術施行后5ケ月以上生存した8D症例
 B群:摘出手術后2ケ月以内に死亡した28例

 C群:剖検施行した2.6症例.(但し,内4例及び喋0例は夫々A騨,B群に属し,12例は
 dataの不足や,再手術后等の理由匿よりA,B}いずれの群にも所属しない外

 而してB7C群は主に手術死或いは病院死であ蛎主題の箇体反応の遠隔成績に対する影響に
 関してをまA群のみを対象としナこ瞬

 A群をf摘出標本組織検査上,癌残存可能性の有無により2群に別ち,更に三七舞を生存期間に:よ多

 数群に細別し,第1部門では年令,部位,病悩期間,肉眼的形態及び組織学的所見等より遠隔成績
 との縄聯性を調べ・換言すれば既存諸分類方法を遠隔成績に関する意義に就いて再検討し,第2部

 門では腫瘍の形態学的侵襲力と個体の防禦力とについて検討した、

 成績:第1部門に於て,男女の比が略4:嘆,六部分が病悩期4ケ月位,年令が55剛60才台
 に1多く5症状も特に:特有の初発症状のない事で只嚥下蒔不快感等iの値特記すべき察がないロ腫瘍の
 肉眼的所見は所謂ボリーブ伏に管腔内に突出する形が多いが,大きさと病悩期間と催相関性がなく
 組、織学的には争細胞構成の優勢な要素により分類すれ厭
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 t角化上皮細胞癌

 2.非角化偏平上皮細胞癌

 5.基底～Stemce11癌

 4.未分化細胞癌

 45%・

55%1
 》の症例があった.

14%!

}

9%

 進騨式ヵ・らみると,腫瘍網打包乎ま多くの場合澗こ巴ぐ曹間隙～名淋巴管腔内に沿いま広力玉る1事力導寺徴的で
 あるが,一方淋巴腺転移は案外少く59%に赴いてのみ認められた・淋巴麟内転移腫と原発腫瘍と
 を較べると早分化程度は大体同じだが,7例は腺内の分化が強く2例に於ては腺内の方が未分化で

 あった.腫瘍の腺内での退行変性像については後記.

 Carc量nOma1nsituが42%の症例に認められた事は多発性とか,再発の、点などで問題

 ;祝すべき事であろ%最后にPrognosisに対する意義では3上,中ン下部の順に予后が上程悪

 く,ヌ.量60η以上1の腫瘍ではPrognos1sが他のより悪い程度で他には大いさが左程意義をもた
 ず・叉細胞の型,gra屈飾GP・恥分類ア淋巴腺転移の有無等も大略の予后の良,否を傾向として
 示すだけで特にPrognosticfac毛orとして特義のものでないことを知った・そこで第2部

 門では腫瘍の侵襲力なるものを数値で示めして各遠隔成績齋内での侵襲力を評価した.点数法は
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 等で0の項餌を設定し3(別表本文参照)

 各腫瘍の侵襲力をこの数値の総和で示し}

 亙nvad呈11gPoweゴ(LP)と仮弔示し

 た、

 1α腫瘍周辺の粘膜性状

 atrOP}lyoracaロ傭os圭s1、点

 1)asa}ceiユatypia2〃l
 Cε』rci1ユonlainsit砥5〃'

 各遠隔成績欝で至一P.を比較す'ると大同小異》従って形態学的には腫蕩そロのものが長短生存群間
 で差異をもた諏ことを知った。

 之に対し,間質の細胞浸潤並に繊維組織の度合を調べると細胞(炎症性)浸潤の強いものは良い

 Prognosisを持つきれいな相関関係を示しているのが知られる.間質反応は細胞性のと,別

 に繊維組織性のと2種を考えねばならねが,繊維1遜D難コ=単独では細胞浸潤のもつ意義よりも相関

 性が少なかった.間質反応を同様その程度に応じて湊数側にて調べ加点和を防禦力(De£en・cive
 P⑪wer,D・R)とすると・短期生存書は長期生存者に比しD・1).がレ老である.之の相関性の
 有意義さは他の既成分類法のもつPrognost玉。意義より大きいものと、思われる.更に間質反

 応が腫蕩の生長速度～態度を制約するであろう例証として」間質反応に伴う腫瘍細胞の退行変性像

 のあるのを示説しン同巧桑変化をま淋巴勝ミ内の転移性腫脇に1も認められ,ることを示した..更にシ血管内

 にtum麗cellsのemboHが少からずの例数に認められる組織所見があるにも拘らず臨

 床上余診血行性転移巣のないのが多い事など遥,個体内での腫瘍細胞が壊されるのであろうことを

 論じた・C群所見よりして食道癌の外科的療法の紐1値の批判も行ない,決して悲観的のものでない

 ことを検討した.

 聞質反応の比較的意義づけの為貴鼠の皮内にA麓i鱒sT田norを移植してtakeorぼejec忠

}
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 時の反応度合のevaiua目onをして,間質反応は抵抗性を示すものだろうとの推論をむし進め

 てもみた.結論として腫瘍そのものは形態的に相似たものだが,個体の反応力が異なり馬所の炎症

 細胞浸潤の強いもの程長期生存の可能力を持つものなる癖を思考した.只,1固体が元来本質的匿癌

 発生を許した事態が基礎として先行するので,1箇々の抵抗がいかに強いにしても所詮tumorのあ

 る以上は遂には腫瘍死するにしても,抵抗力の差が遠隔成績の差をもた1らすと考える.
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審 査結果

 ビ
ぐ
肇 旨

 藩藩は切除癌標本の組織学的検索の際,坦癌患者の予后を左右する因子の一つとしてTumor
 脇dliostReiations斌愛の立場から個体の反応力の局在反応像としての間質の炎症細胞

 浸潤について研究した・,検査材料はマ959年迄の過去マロ年間に桂外科教室で食道癌摘出術を受

 け,その予后の明らかなものであるい癌実質と間質との組織学的態度を比較する目的で食道孕噴門

 の腺癌は除毒総て120例のSqu包mousceHcare重nomaに就き検討した.

 そ『のに触A群は手術后5ヶ月以二と生存した80例
 B群は手術盾2ケ月以内に死亡した28例
 C群は弓…術直后乃至1年半円に剖検した26例

 に分かち,遠隔成績に対する影響に関してはA欝を対象として調べた.A群を2大別して癌残存の
 司龍性の勝る纂1群哉可能性を鏡検上から否定出来る群(悶第五群)とにした.
 第2編では在来観察された様煮諸因子と遠隔成績の関連を検し第2編では腫瘍の侵襲力と姻体の

 局所反応力とを遠隔成績との関連性について述べた.
 第1編
 症例の年令,性別,病悩期間導について述べ豊又肉眼的腫瘍型や組織学的細胞型を述べ,組織的

 には角化上皮細胞癌4596非角化上皮細胞癌55%,S奮emceU～基底細胞癌14%5未分
 化細胞癌9%と述べている癌の進展は淋巴管腔内にナ円い拡がる事が多いにも拘らづく淋巴腺転移は案
 外少く59%に認められオニ・1n亡τ撒1ucosaie㌶clnOIlla(Cardnomains鷺u)

 が42%の例数に見られた尋Fぱ癌の多発性や再発性の問題の点で.重要視すべきものと,慰うと述べて
 いる.

 訟分類方法と'予后の関連はコ部位的には上f中量下部食道の願に上程悪いが,他の要素例えぼ腫

 瘍の大いさ掌細胞型ナGrade,C.P.L分類,淋巴腺転移の有無等は大略の矛盾の良3不良の傾
 向を示すが,所謂例外的のものが1多過ぎて」予后判定の基準としての意疏は考え、られて勝る程大きな
 もの」でに仁たカ・つブことし.ている・

 i著i者は腫瘍の侵襲力なるものを想定し,王11vading亙)Owerと仮称しコ予后と{O関連をみて

 みた,組織学的所見に従い了0種類の因子を撰出し}各因子を高度ヲ中等度及び軽度の5度合に分
 けて夫々3、点32,堅気及びマ、点を野土与し点数の多い程i想定悪性i正麩力可変いものであるとした.

 ①Graae②角化程慶⑧核の染色性並に大輪さ④核分裂数(凱進展群の巾

 ⑥腫瘍細胞群内中心壊死._1点..⑦C.P。L.分類但C提1点,P寓2点,L箆5点
 ⑧血管内腫瘍侵襲あればゴ点⑨淋巴腺転移あれば1点

 ⑩腫瘍周辺粘膜の1全訳...acallthosis窪、点

 basaic.atypia2、点

 ca.insitu5点

 これら)点数の総和をInvadfngPower(高橋)としそれを遠隔成績の各症例に割当てた.

 先ずA群の遠隔成績を示すと次表の如くである・但し表中の第工癖,窮lf群は前述の癌残存可能性
 の有無により別つた群である。
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 次に各例の平均1.P.を示すと短期盤存鮮と長期生存群に於て約2点の差があるだけなのを知
 る.即ち侵襲力は略相似たものである・

 一勇腫瘍をと参'ま'く間質の炎症細胞浸潤ε顧羅組織の発育程慶とをその度合に応じそろ薫,歪'点・
 り点とすると,間質反応De至ensivePowerぱ次表の如く長期生存講のD.P.が短期のも
 のの工).P、の約2倍である.D、P.力確曽すにつれ、て皇…存期間が長里が1となっている・更に腫瘍の

 聞質反応の強い部に,腫翻申展尖部に腫瘤御包が退1菰性郡i筍っている像が見られ漸種巣を持つ
 た淋巴線内でも同様斯見がみられる事などよりして網内系組織が濁体防禦反応をなしていると見倣
 し,且又組織所見で血管内腫瘍emb樋t罵等が少なからず認められるのに臨牀上叉は剖検上でも
 血行性転整が比較的少いの馴固体が腫瘍に抵抗建示すのを物語っていると思うと述べている・結論
 として腫瘍の侵襲力は形態的には大同小異で,咽入の反応力瓢強弱の差があるのでなかろ勢かと述
 べている,

 以上著者の論文は医学博士の学位を授与する資格あるものと判定する・

 '嚢蔽,鋤三絆熱翌翌勢
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